
「支え手」「受け手」という関係を超えて、誰もが「我が事」として地域づくりに参画し、

障がいのある人もない人も、お互いに人格と個性を尊重し、支え合いながら、一人ひとり

が地域社会の一員として「居場所と出番」を見出すことのできる“多様な主体が共に生き

る長野県”の実現を目指します。

基本理念（案）

「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や多様な主体が「我が事」として地

域づくりに参画し、縦割りの支援から世代や分野を超えた「丸ごと」の包括的な支援への

転換を図ることで、障がいのある人もない人も、お互いに人格と個性を尊重し、支え合い

ながら、一人ひとりが地域社会の一員として「居場所と出番」を見出すことのできる“全

ての県民が共に生きる長野県”の実現を目指します。

修正案
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